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※２【英語イマージョン教育】通常の教科の授業を英語で教えることに

より、自然に英語を習得させる教育プログラム。
※３【ＡＬＴ】外国語指導助手。

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

町
は
、「
玉
村
町
国
際
教
育

特
区
」
と
し
て
認
可
さ
れ
た

が
。

答

弁

町
長

　
全
国
２
例
目
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
玉
村

町
国
際
教
育
特
区
」
認
可
を
受
け
た
。

　
小
学
校
を
株
式
会
社
が
設
置
し
、

町
が
認
可
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
※2
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
教
育
を
行
う
「
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉

村
国
際
小
学
校
」
が
４
月
に
開
校
に

な
っ
た
。

質

問

こ
の
環
境
を
町
の
英
語
教
育

に
生
か
す
べ
き
で
は
。

答

弁

教
育
長
　
公
立
幼
稚
園
で

は
、
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
２
名
の
※3
Ａ
Ｌ
Ｔ（
ア
シ
ス
タ
ン
ト・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
が
、

月
に
２
回
訪
問
し
、
遊
び
の
中
で
挨

拶
な
ど
簡
単
な
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
「
わ
く
わ
く
英

語
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を
進
め
て
い
る
。

答

弁

町
長
　
保
育
所
で
は
、
町
内

で
英
語
教
室
を
開
い
て
い
る

外
国
人
の
講
師
を
派
遣
し
、
遊
び
を

通
し
て
英
語
に
親
し
ん
で
も
ら
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

県
立
女
子
大
学
の
学
生
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、「
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
玉
村
国
際

小
学
校
」
で
は
、
県
立
女
子
大
学
と

英
語
教
育
研
究
の
充
実
の
た
め
に
協

定
を
結
ん
だ
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

町
に
お
い
て
も
公
立
学
校
な
ど
と
の

連
携
・
交
流
を
深
め
、「
国
際
教
育
特

区
」
と
し
て
特
色
あ
る
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
、
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
げ
た
い
。

質

問

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が

議
員
立
法
で
成
立
し
た
が
。

答

弁

町
長

　
措
置
法
で
は
、
倒
壊

や
保
安
上
の
危
険
、
衛
生
上

有
害
、
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
な
ど
、
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

な
状
態
の
空
き
家
を
特
定
空
き
家
と

し
て
い
る
。
町
は
、
生
活
環
境
の
保

全
に
必
要
な
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
・

命
令
及
び
行
政
代
執
行
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
本
町
に
お
い
て
は
、
特
定

空
き
家
と
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
物
件
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質

問

本
町
の
空
き
家
の
現
状
と
対

応
策
は
。

答

弁

町
長
　
町
内
に
約
６
６
０
戸

の
空
き
家
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
が
、
特
定
空
き
家
と

な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
空
き
家

状
況
の
実
態
把
握
や
適
正
管
理
の
啓

発
、
空
き
家
の
有
効
活
用
な
ど
、
担

当
部
署
を
決
め
て
推
進
す
る
。

 町長

「国際教育特区」として特色ある教育
活動や地域の活性化にもつなげたい

「玉村町国際教育特区」認可
を生かした取り組みを

宇
津
木
治
宣

株式会社により設置された
フェリーチェ玉村国際小学校
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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

石
内
國
雄

質

問

役
場
周
辺
地
区
の
高
度
利
用

計
画
の
現
状
と
今
後
の
計
画

推
進
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
多
世

代
交
流
の
多
目
的
施
設
の
整
備
内
容

と
計
画
推
進
の
状
況
は
。

答

弁

町
長

　「
世
代
交
流
多
目
的

施
設
」
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
共
生
社
会
の
形
成
の
視
点
か
ら
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
親
し
み

利
用
で
き
る
総
合
的
な
福
祉
機
能
を

備
え
た
交
流
施
設
を
考
え
て
い
る
。

施
設
は
「
福
祉
支
援
」「
子
ど
も
養
育

支
援
」「
町
民
活
動
支
援
」
の
３
機
能

の
連
携
と
共
生
を
図
る
。
平
成
29
年

度
か
ら
基
本
構
想
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

質

問

平
成
29
年
度
の
基
本
構
想
の

た
め
に
、
有
識
者
や
住
民
の

意
見
の
集
約
は
し
て
い
る
か
。
Ｐ
Ｔ

で
の
検
討
や
意
見
の
集
約
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

答

弁

町
長
　
検
討
委
員
会
設
置
要

綱
で
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

「
有
識
者
・
町
民
等
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
も
含
め
、
最
良
の
方
法
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質

問

新
し
い
道
路
の
開
通
直
後
に

交
通
事
故
が
多
発
し
た
場
所

が
あ
る
が
、
交
通
安
全
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

弁

町
長

　
道
路
の
構
造
の
原
則

は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
満
た
す
よ
う
に
整
備
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
方
法
の
変

更
を
周
知
す
る
回
覧
・
安
全
看
板
設

置
の
情
報
提
供
で
事
故
の
未
然
防
止

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
有
効
な
対
策

と
し
て
、
警
察
と
の
連
携
の
も
と
事

故
原
因
の
分
析
を
し
て
い
る
。

　
開
通
後
に
事
故
が
多
発
し
た
交
差

点
に
つ
い
て
は
、
県
警
本
部
・
伊
勢

崎
警
察
・
玉
村
町
で
現
地
診
断
を
実

施
し
、
各
機
関
が
連
携
し
た
対
策
を

講
じ
た
。

質

問

玉
村
町
の
観
光
力
ア
ッ
プ
が

望
ま
れ
る
中
、「
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、

人
を
集
め
る
施
策
が
あ
る
か
。

答

弁

町
長
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
毎

戸
配
布
を
行
う
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー
を

町
公
共
施
設
・
各
区
公
民
館
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
に
も
配
布
す
る
。
道
の
駅  

玉
村
宿
で
も
Ｐ
Ｒ
を
行
え
ば
相
乗
効

果
が
期
待
で
き
る
。

 町長

ＰＴ（プロジェクト・チーム）を含め最良
の方法で検討していきたい

「世代交流多目的施設」の計画推進に
住民等の意見とＰＴでの検討を！ 

信号機設置予定の斉田上之手線と
旧国道 354号線との交差点




